
○　本校の概要 令和6年3月31日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
６０％未満であった。

学校は部活動や委員会活動で、積極性や社会性、
創造性の向上に努めた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

体育的行事、部活動（運動部）、昼休み時間などの機会を通
して、日常的に体を動かす習慣の確立に努めた。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

学校で実施している補習（水曜・定期考査前）へ
の参加を呼び掛けている。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

学校は漢字検定・数学検定・英語検定、検定前補
習や定期考査前補習を実施し、学習を支援した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

生徒の体力向上を図るために、計画的に授業や部
活動、運動会などを行っている。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

給食指導などを通して、食育の推進を行った。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

授業では適切な学習課題を設定し、話し合いや発表など
を取り入れ伝える力や表現力の育成に取り組んだ。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

学習に課題を抱える生徒に対して、学習のつまづ
きや学習方法について指導した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

校内研修やICT研修、OJT等に積極的に参加し、研
究・研修の成果を自身の授業改善に生かした。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

授業改善推進プランを授業に生かし、生徒が分か
る授業をめざして指導方法の工夫を行った。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

授業公開日の授業評価や生徒による授業アンケー
トを、その後の授業改善に生かした。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね高まっ
ている」と回答した。
１：「おおむね高まっている」と回答した
教員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「組織的な対応ができた」と全教員が
回答した。
３：80％以上100％未満の教員が回答し
た。

学校はいじめの未然防止、早期発見のために組織
的対応を行った。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

学校は問題行動、不登校問題に関わる生徒に関し
て、ケース会議を行った。

１：「組織的な対応ができた」と回答した
教員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

国際規模の社会問題を踏まえ、平素から平和教育
やリサイクルやリユース、省エネ等を推進してい
る。

SCや教員支援員、部活動支援員、学校特別補助員
など各支援員の配置により生徒に向き合う時間が
増え、体や心の良好な状態が高まった。

その他
○少子化、授業料の無償化に伴う児童・生徒数の変化、私がＰＴＡに関わった時は、必ず馬込小学校出身の保護者がＰＴＡの役員をしていました。
○職場体験、地域清掃、お手間ですが、こども達をよろしく。

校内研修会や校内委員会等を確実に実施し、学校
における特別支援教育を推進している。

要支援生徒や悩み事を抱える生徒に対しては、学
校生活調査やHyper-QUの結果を活用するなど、組
織的に対応を行った。

避難訓練や安全指導日を計画的に実施し、危険や
災害から身を守る術を育てた。

町会と連携した防災訓練や地元事業所への職場体
験、外部講師を活用した取組等は、生徒の地域社
会の一員としての自覚を育てるのに寄与している

地域清掃などの学校支援地域本部と連携した行事
を実施するなど、地域力を生かした特色ある教育
活動を実践に努めた。

○災害時、期待しています。
○学校の見解通りだと思います。・今の
中学生は（習い事や塾で）忙しいなか、
地域のボランティアや防災訓練に参加さ
れている思います。
○行事参加への意識について、学校での
取組には限界があると考えます。地域と
して検討が必要であるが、今は効果的な
取組案はありません。
○学校防災拠点訓練への参加、ご協力有
難うございました。本方では訓練以上の
事は出来ません。訓練を繰り返し実施し
て身体に覚えさせて、いざという時に備
えて欲しい。

○ボランティア活動は任意なので
しょうか、全員参加体制でできる
といいですね。アシスト活動で、
かき氷のイベントはどうでしょう
か。
○青少対のイベントにも参加して
くださっていて、とても良いこと
だと思います。
○ボランティア活動は参加するこ
との、自己成長など参加したこと
で得られることを生徒に伝えられ
ることを期待します。
○豊かな人間関係に囲まれた生活
の中で人とのかかわり方を身に付
けて、かかわり合って生活するこ
との良さを実感して欲しい。地域
の町会と連携し清掃活動等へ参加
させ、地域の環境美化や環境保全
の大切さを学んで欲しい。

○前に進んで、すばらしい馬込中
です。
○その通りだと思います。３者が
ほぼ一緒とはすごいと思いまし
た。生徒から先生への信頼度が高
いことにおどろきました。うらや
ましいです。
○4-1について、保護者の4分の１
が生徒の力の伸びに否定的である
点、気になりました。コメントを
追加できないでしょうか。

　授業改善や評価に関する教員アンケートではすべて
90%以上がこうしたことの取組に努力しているとの回答
で、生徒アンケートでもすべて90%以上が肯定的回答で
あった。学習評価に対する回答は生徒・保護者ともに
90%以上が肯定的に捉えており教員の生徒に分かりやす
い授業をするための工夫や取組が生徒や保護者に受け止
められ、良好な信頼関係が築かれていると考える。
　各教員は校内研修や区教育研究会、夏季休業期間中の
授業改善セミナーなどの研修や研究会に積極的に参加し
「分かりやすい授業」「指導と評価の一体化」などの授
業力向上に取り組んでいる。
　またタブレット端末を活用いた授業もすっかり定着し
て映像や図の提示、話し合いや意見交換の際に有効に活
用している。教員のこうした取組に対して生徒の約94%
が肯定的に捉え授業では友だちの意見を聞いたり、自分
の考えを伝える努力をしている。一方で保護者アンケー
トでは約４分の１の方が否定的な回答であった。今後は
学校公開日の授業では積極的に話し合いや発表の様子を
公開し授業の様子を保護者に伝えていくとともに、授業
で培った成果を日常生活の中で相手の立場を考えた言動
に繋げていけるよう授業改善や生徒指導に努めていきた
いと考える。

4

○学校全体落ち着いているように
思います。先生方の対応に感謝し
ます。
○（「先生は悩み事や･･･」「いじ
めは絶対にいけない･･」の回答）
→生徒・保護者が同意見で素晴ら
しいです。通わせて良かったにつ
ながっていると思います。

　いじめや問題行動、不登校等の課題等については、毎
週開かれる生活指導部会や毎学期複数回開催している不
登校対応対策会議等で学年を超えて共通理解を図った上
でＳＣや登校支援員、特別支援教室（サポートルーム）
専門員等のスタッフを含め組織的に問題解決や支援に努
めている。このほか年３回いじめに関する調査（ふれあ
い月間）や、人権教育等を通していじめの未然防止や早
期発見早期解決に努めている。
　また夏休み期間中と１２月の三者面談（生徒･担任・
保護者）において学習面や生活面での生徒一人一人の課
題について担任と家庭とでの共有を図り解決に向けた連
携を図っている。更に２学期始めと３学期始めには生徒
と教員との二者面談を実施し、学習や友人関係上の悩み
や思いを聞き取れるよう努めている。
　今年度を振り返ると、ＳＮＳを巡るトラブルが数件
あったものの大きな生活指導や事故はなく、ＳＮＳのト
ラブルも解決済みで大変落ち着いた学校生活ができてい
る。
　教員アンケートではすべての項目で85％以上の肯定的
回答、副担任を含めて生徒理解やいじめ防止、特別支援
教育の充実に前向きに取り組んでいる。これに対して生
徒は「先生は悩みや相談事などをよく聞いてくれる」の
質問に概ね9割の肯定的回答であった。更に98％の生徒
がいじめは絶対にいけないと考えている。学校側の取組
が各生徒にも浸透しており、落ち着いた学校生活の継続
に繋がっていると考える。

4

Ｂ

Ｃ

学校施設につ
いて、ICT環境
等の教育環境
の整備を推進
するととも
に、児童・生
徒の安全・安
心を向上させ
るための教育
を推進しま
す。
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と
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た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人
ひとりの状況
にあわせて教
育環境を整え
るとともに、
相談機能の充
実を図ること
で、すべての
児童・生徒が
自分らしくい
きいきと生き
るための学び
を支援しま
す。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、
いじめの未然防止、早期発見、早期対
応等のための組織的な対応を実施して
いる。

4

スクールカウンセラーや関連諸機関との連携を密
にし、生徒理解を深める取組を行った。

学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

③避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係機
関と連携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、学
習環境を整備している。

Ｄ

Ａ

　本校では毎月の避難訓練や安全指導日を設けて、地震や
火災が発生した際、身を守る行動についての指導を継続的
に実施している。
　そして、１１月には第２学年で馬込二本木町会・馬込西
二丁目町会と連携した防災訓練を実施、簡易トイレや投光
器の設置などを体験し、災害が発生し避難所が開設された
際に中学生としてできる事を学ぶとともに地域の一員とし
ての自覚や認識を育む機会となった。また年間３回の地域
教育連絡協議会を開催し、本校の教育活動の報告や外部委
員からみた学校の様子を基にした意見や評価を学校改善に
生かしている。
　教員アンケートでは100％の教員が前向きに取組み、生徒
の安全を守る意識を持っている。学校での避難訓練や安全
指導に関する生徒アンケートでは約90%、保護者の93%が肯
定的に捉えていることが分かった。
　「自治会や地域の行事への参加」についての肯定的回答
は生徒が約60％、保護者が約70%程度で教員との意識の間に
やや乖離があるものの半数以上の生徒が前向きに考えてい
ることは一定の評価をしたいと考える。
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学校は、保護者会や面談、ＨＰや学年だよりなど
で、生徒の様子を保護者に発信した。
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学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

1：
60%
未
満

４
：
80
％
以
上
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：
60
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上

4：
80
％
以
上

個
別
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標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
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的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践
的なコミュニ
ケーション能
力を高めると
ともに、我が
国や郷土の伝
統文化に触
れ、尊重する
心や、協力し
ていく態度を
育成します。
また、国際社
会・地域社会
に関心をも
ち、持続可能
な社会を形成
していく態度
を形成しま
す。
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世
界
と
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な
が
る
国
際
都
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お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が
豊かな人生を
生きていく上
で基礎となる
力として、豊
かな心や確か
な学力、健や
かな体を育成
します。ま
た、乳幼児期
から中学校ま
での一貫性の
ある教育を推
進します。
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標
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一
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た
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と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

他者の人権を尊重する人権教育を授業や特別活
動、学校行事などで行った。

学校は小中一貫による教育の視点に立って、生活
指導の充実を図ると共に、社会のルールや学校の
決まりなどを守ろうとする意識を高めた。

③体育や保健体育の授業など様々な機
会を通して、健康教育や食育を推進
し、基本的な生活習慣の確立を図って
いる。

特別の教科「道徳」の授業や道徳教育の理解を深
め、それらを生かし指導を充実させた。

将来の夢や希望を実現できるよう、計画的にキャ
リア教育に取り組んでいる。

Ｃ

○様々余裕がないように思いま
す。教育目標が多いと思います。
○大谷翔平さんのように将来に夢
を持っている中学生は少数だと思
います。学校の見解であっている
と思います。タブレットや電子黒
板が先生より生徒の方が当てはま
ることが多く、良いことだと思い
ます。
○教員アンケートで1-6、1-7にお
いて「あまりあてはまらない」の
回答に対して自己努力ではなく支
援が必要と考える。

○生徒の心に残っていることは大
事だと思います。
○学校の見解通りです。保護者の
認識との差を埋めたいです。
○2-1、2-2、2-4について、否定的
なご意見をいただいた保護者にど
のような点で、そのように感じた
のかをヒアリングできないでしょ
か、求めるレベルが非常に高いの
ではないでしょうか。

○遠征たちのご努力で生徒の向上
が上がっていると思います。
○その通りだと思います。早寝・
早起き・朝ごはんの保護者アン
ケートにおどろきました。家庭の
問題が大きいと感じました。
○「区内上位の成績で･･･」→素晴
らしいです。普段の先生方の努力
があっての成果だと思います。
○補習についての否定的な意見が
見られる。参加したことによる効
果、満足感が実感できないのでは
ないかと想像します。具体的に提
案できませんが、ご確認いただけ
れば幸いです。
○ＩＣＴ活用を通して、生徒は多
様な情報にアクセスすることが出
来ると思います。
この事によって、情報を活用する
力を身につけて欲しいです。

３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

　ＩＣＴ機器を活用した授業も定着し、情報を活用して
効果的な教科指導を実践し思考力・判断力・表現力と
いった応用力の育成にも取り組んでいる。
　基礎学力の育成については、英語科・数学科で従来よ
り習熟度別少人数指導の実践。漢字・計算・英単語と
いった教科の土台となる学習については学期ごとに全校
で漢字コンテストや計算コンテスト、スペリングコンテ
ストを実施（数週間前から朝学習時間を活用して集中的
な事前学習を実施）するなど、生徒の学習機会と学習意
欲を高めることに努めている。基礎学力の定着に課題の
ある生徒について水曜補習や考査前補習で学力補充に努
め、また各種学力調査や個別面談等を通して各生徒の学
習課題を把握してきた。また各教員は都や区が主催する
教員研修等にも積極的に参加して授業力向上に努めてい
る。
　４月に実施された大田区学習効果測定では目標値の到
達率で区内上位の成績で一定の成果と考える。
　道徳の授業では題材を自身の身近な生活や言動に置き
換えて議論するなど考えを深める工夫をしてきた。更に
「食育」や「早寝・早起き・朝ご飯」の取組など、生活
全般にわたる活動の充実も図っている。
　教員アンケートでは殆どの項目で９５％以上の肯定的
回答である中、補習教室への呼びかけのみが７割を下回
り、生徒も半数以上が参加していないとの結果であっ
た。補習教室の内容や効果について今以上にＰＲしてい
く。

４
：
80
％
以
上

成果
評価

令和６年度　大田区立馬込中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い
教育を実現す
るため、学校
の組織的な運
営力を向上し
ます。あわせ
て、教師がや
りがいをもっ
て働くことが
できる魅力的
な環境づくり
を進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

学校関係者記入欄

適正な評価基準を設定した評価評定を行い、評価
評定の方法を十分に説明している。また問い合わ
せがあった際は誠実に対応した。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

4

　教員アンケートでは殆どの項目が９０％以上の肯定的
回答で、生きる力の育成指導に積極的に取り組んでいる
と考える。
 本校では各教科の授業や特別の教科「道徳」の授業、
学校行事の工夫や自主性を重んじた生徒会活動、部活動
等を通して、学力や体力の向上はもとより、生きる力の
育成や人権教育の充実に努めている。
 各教科でＩＣＴ機器を使った授業を日常化し情報処理
能力を高める指導や話し合い活動による自己表現と他者
理解の向上に努めてきた。また昨年度より新聞を活用し
て論理的な思考力・表現力の育成に取り組んでおり、根
拠をもって、自己の考えを構成して分かりやすく説明・
発表する力の育成を図るNIE教育に取り組んでいる。
　運動会や文化祭、校外行事等では生徒の自主性を重ん
じるよう実行委員を中心にした目標づくり、ルールづく
り、役割分担等を行い、規範意識の向上や責任感の向上
を図る取組を通して連帯意識や達成感、自己肯定感の育
成を図っている。
　生徒・保護者を対象としたアンケートでは各項目とも
に概ね70～100％の肯定的意見が目立ち、 特にＩＣＴ学
習への生徒の興味関心が高く積極的に学習に取り組んで
いることが分かった。教育活動について一定の理解を得
ていると考える。
　一方で日頃からスポーツや体を動かすことの有無を問
う生徒質問で肯定的回答が50%に満たず、教員意識（同
様質問で95%の肯定的回答）との乖離が見られた。生徒
会主催で昼休みにドッヂビー大会など体を動かす機会を
設けているので、多くの生徒に参加を呼びかけるなど生
徒意識の向上に努めていく。

目標に対する成果指標

4

学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）
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地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の特
色を生かした
学校づくりを
進めるととも
に、学校・家
庭・地域が連
携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

学校は地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価に必要
な学校の情報を適切に提供し、適正な評価を受け
るよう努めている。

③家庭教育に関する情報の発信やPTA
などと連携した講演会・学習会、また
はその双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生
徒の健全育成や安全指導に係る取組を
地域の協力により実施している。

4

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が連
携・協働した様々な活動を実施してい
る。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

4

０

０

4

②学習習熟度に応じた指導や個に応じ
た学習支援、各種検定の実施を通し
て、すべてのこどもに確かな学力の育
成を図っている。

　教員アンケートの肯定的回答はすべての項目で８５％
以上、特に人権教育に関しては「ややあてはまる」を含
めて１００％で国際理解教育や人権教育に積極的に取り
組んでいる様子が伺えた。
　本校では各教科の授業や特別の教科「道徳」の授業等
を通して生命尊重や、他者を尊重する態度の育成など人
権教育の充実に努めている。また英語科では、英会話指
導の充実などＡＬＴを効果的に活用したコミュニケー
ション能力の育成、総合的な学習の時間では修学旅行の
事前学習で奈良京都の歴史や文化財に関する事柄、音楽
科では三味線などの和楽器の授業、保健体育科では柔道
の実技指導等を通して、日本の伝統文化について理解を
深める活動を実践している。更に生徒会を中心にペット
ボトルキャップの回収などリサイクル・リユースを意識
した取組も行った。
　生徒アンケートでは英語を使ってのコミュニケーショ
ンに関する質問で概ね９割、伝統文化に関する質問では
概ね８割の肯定的回答があり、また「自分と違う意見を
もつ相手への思いやり」に関する質問では100%に近い肯
定的回答であり、日頃の指導成果が伺える結果と考えて
いる。
　但し、保護者アンケートで外国文化や日本の伝統文
化、環境教育に関する質問で否定的な意見も出ていた。
今後、こうした事柄への日頃の実践内容や生徒の成長の
様子について学校だより等を通してＰＲしていきたい。

3

③現代社会における地球規模の課題を
自分事として捉え、その解決に向けて
考え、行動する力の図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続
を行うため、保幼小の連携や小中一貫
の視点に立った教育を行っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、
人権教育を推進し、自分とは異なる文
化や価値観をもつ相手を理解し、互い
に尊重し合う心の育成を図っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かし
たり、地域の特色を生かしたりして教
育活動を行っている。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引
き出す個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実の視点による授業改善
を行っている。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新
たな価値を創造する力の育成を図って
いる。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話をす
る機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際感
覚の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

教科の専門性や教科間との連携、NIE等を生かして
論理的、科学的な思考力の向上を目指した授業を
実施している。

①道徳科を中心とした各教科等での学
習などを通じて継続的に道徳教育を実
施し、豊かな情操や道徳心の育成を
図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ICT機器を
活用した授業を週１回以上実施した。

生徒がタブレットを活用し、情報活用能力やメ
ディア・シチズンシップの力が高まるような授業
を週に１回以上実施した.

ALTを効果的に活用したコミュニケーション能力の
育成や、国際感覚の育成を図る教育活動を推進し
た。

授業や特別活動等を通して日本の伝統文化への興
味関心の向上を図る教育活動を推進した。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、
児童・生徒に教員が向き合う時間を確
保する等、ウェルビーイングを高める
取組を行っている。

①インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、教員の資質・能力の向上や
校内における支援体制の充実、特別支
援教室巡回指導教員との連携等を行っ
ている。

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環境
を整備し、一人ひとりの能力や可能性
を最大限に伸ばすことを意図した指導
や支援を行っている。

3

3

3

4

3

4
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学校評価アンケート
（教員・生徒・保護

者）

　毎月1回の学校だより、週単位で発行する学年だよ
り、ホームページの定期的更新などを通して学校の様子
を家庭や地域に伝えている。また生徒会では今年度３回
校内外の清掃活動ボランティアを実施、馬込地区の公園
などに捨てられている空き缶やペットボトル拾い、落ち
葉はきなどを行って地域への貢献と自分も地域の一員で
ある意識高揚に努めている。
　こうした取組に対して、各種たよりや学校ホームペー
ジについては、97.8%と回答した保護者のほぼ全員から
肯定的評価を得る事ができ、配布物やホームページ等を
通して学校の様子が伝わっている事が分かった。生徒も
90%以上が学年だより等の配布物で、学校情報を知らせ
てくれていると認識している。良好な回答を得られたと
考える。
　一方で約半数の生徒が地域清掃や地域ボランティアな
どに参加した事がなく、保護者も同様な回答をしている
事がわかった。事前のＰＲ等を工夫して参加者を増やし
ていきたい。
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4

③情報技術を適切に活用した授業の実
施を通して、情報活用能力の育成を
図っている。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考
え判断する力や、他者と協働していく
力の育成を図っている。

3

２
：
60
％
以
上

３
：
70
％
以
上

Ⅰ　学校教育目標
　人間尊重を基本とし、豊かな個性と創造力をもつ人間形成をめざして
１　健全な心身を育てる　　　　２　進んで学ぶ態度を育てる　　　 ３　豊かな心情を育てる
Ⅱ目指す学校像
　≪生徒・保護者・地域の信託に応える≫
　 『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自己肯定感　地域の信頼　』
〇 生徒にとって学校に行くことが楽しみになる学校　　　　　　　　　　　　〇 地域にとって誇りとなる学校
〇 教職員にとって子どもたちの成長に誇りと働きがいが感じられる学校　　　〇 保護者にとって子どもを通わせて本当によかったと思える学校

Ⅲ　学校経営の基本方針
　「大田区教育委員会の主要施策」をふまえ、本校教育目標の実現と、生徒と教師がともに学び合う学校づくりを目指す。『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自己肯定感　地域の信頼』をキーワードに全教職員の力を結集し、子供たちが自律し生き生きと輝け
る学校経営に努める。
 
Ⅳ　本校の特色
　・生徒会を中心とした地域清掃等のボランティア活動　　・特別支援学級と通常の学級との交流　　・地域との防災訓練
　・生徒主体の行事の実施

教員アンケート

平素からの生活指導や、「早寝・早起き・朝ごは
ん」月間の取組等を通して、児童・生徒や保護者
に対し、望ましい生活習慣についての意識啓発を
行った。

総合的な学習の時間には、自分で課題を見つけさ
せ、計画的に調べたり、まとめたりする学習に取
り組ませることができた。

学習効果測定や定期考査や授業中の課題等から一
人一人の学習の定着度を理解し、生徒や保護者へ
伝えている。
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